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 要  旨 
情報検索者は情報空間上で求める情報を検索するが，我々は情報空間に現実空間の
写像を見ることで，情報空間上の情報が現実空間のであると信じてしまう場合があ
る．例えば，口コミグルメ情報サイトを利用して現実空間に存在する飲食店の情報を
検索するが，検索結果の飲食店がすでに閉店している場合がある．他の例としては，
Google ストリートビューを利用して，検索者が興味のある場所の映像を見ることが
できるが，更新情報のタイミングによっては，現地を訪れた際は別の風景となってい
る場合もある．こうした背景には，我々が生活する現実空間では時空間として（時刻，
場所）の一点を占有するが，情報空間上ではそれらが縮退あるいは混在する形でデー
タとして存在しており，検索時には区別されずに抽出されることが原因の一つと考え
られる．つまり情報空間に存在する最新の情報を検索できても，情報が現実空間にお
いて，必ずしも最新であるとは限らず，時には矛盾する情報が得られることもある．  
 一方で，情報発信者は自分の好きなタイミングで情報を情報空間上に発信してい
る．例えば，Twitter はリアルタイムに文字入力によるつぶやき投稿だけでなくカメ
ラ映像，位置情報を発信できる．この情報発信者の Twitter の投稿を基に，関連する
情報の詳細を例えばつぶやきやカメラ映像により追加して得たい場合があるが，情報
検索者が欲しい情報（時刻，場所）と情報発信者が発信する情報（時刻，場所）は微
妙にずれている場合が多い．この問題が解決できること，すなわち情報発信者の自由
に発信される情報と情報検索者が求めている情報が一致することは，現実空間のリア
ルタイムな情報を情報空間上で獲得できることを意味し，現実空間と情報空間の融合
に向けての大きな一歩となる． 
 本研究では，我々が欲する情報は現在に関するものが多いため，（現在，場所）の
情報を明示的に指定する方法について検討した．具体的には，現在興味のある遠隔地
にある情報発信者のスマートフォンのセンサデータを利用して，所望の情報を得る方
法について検討することとした． 
 提案したシステムを PC 及びスマートフォンに実装し，システムの有効性を評価し
た．その結果，遠隔地のスマートフォンのセンサによる情報取得が可能であることが
確認できた．本提案は現実空間と情報空間の融合の実現に向けた第一歩となった． 
